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神戸研究所
・発生・再生科学総合研究センター（2000）
・分子イメージング研究センター（2007）
・生命システム研究センター（2011）
計算科学研究機構

フォトダイナミクス研究センター

横浜研究所
・植物科学研究センター
・免疫・アレルギー科学総合研究センター
・ゲノム医科学研究センター
・オミックス基盤研究領域
・生命分子システム基盤研究領域
・生命情報基盤研究部門
・感染症研究ネットワーク支援センター

筑波研究所
・バイオリソースセンター

和光本所
・脳科学総合研究センター
・基幹研究所
・仁科加速器研究センター

播磨研究所
・SPring-8

バイオミメティック
コントロール研究センター 

理化学研究所とは？

1917年に財団法人として設立。
自然科学における公的な総合研究機関
職員数約3,200人（研究系2,800人）
リコー、協和発酵、理研ビタミン等



発生・再生科学総合研究センター

2000年設立、竹市雅俊センター長
「動物の発生メカニズムを解明し、再生医療の実現に貢献する」

約30の研究室、350名の研究スタッフ



発生生物学とは？



発生生物学とは？

ホムンクルス（前成説）

細胞増殖、細胞移動、細胞の運命決定、組織・臓器形成



再生医療研究とは？

ES細胞（Embryonic Stem Cells）
半無限的な増殖能力＋多分化能力

受精卵

受精卵

胚盤胞



再生医療研究とは？

ES細胞で働いている遺伝子
を与える

ES細胞と同等の性質を獲得

iPS細胞
（induced Pluripotent Stem Cells）

京都大学　山中伸弥教授ら



血液細胞 心筋細胞 血管細胞 ドーパミン 
産生細胞 

感覚・運動
神経 

網膜細胞 内耳細胞 インシュリン 
産生細胞 

有用な細胞に分化させる 

白血病 心血管病 動脈閉塞 パーキンソン病 運動麻痺 網膜変性 難聴 糖尿病

再生医療研究とは？

ES細胞、iPS細胞



CDBの研究ミッション

発生の仕組みを探る
受精による全能性の獲得、細胞の増殖・多様化、
細胞同士のコミュニケーション、組織形成

器官づくりの仕組みを探る
パターン形成、立体構造構築のしくみ

体を再生する
動物の再生メカニズム、
幹細胞の増殖･分化制御、
ES細胞・iPS細胞



なぜ広報が必要か？



公的研究機関は、自らの存在価値を国
民に示さない限り、生き残れない。

なぜ広報が必要か？

基礎研究の魅力と重要性は、一般には
分かりづらい。

それ何の役に
立つの？

①支援意識の醸成（説明責任と予算獲得）



◉理研の年間予算＝約890億円
　単純計算すると、 研究員１人あたり：3000万（40人分の税金）

◉独法評価委員会（文科省）
「研究成果の社会的意味が納税者に対して明確に伝わっていない」

1位じゃなきゃ
ダメなんですか？

なぜ広報が必要か？

①支援意識の醸成（説明責任と予算獲得）



③危機管理としての広報、社会との信頼構築
　例）原子力、宇宙開発、遺伝子組換え

②人材の獲得、次世代の育成、研究交流の促進

④文化への貢献「科学がわかると、未来がかわる」

なぜ広報が必要か？



理研
（大学・研究機関）

一般市民
地域

国
（文科省）

大学
研究機関

中・高
校生

異分野

産業界

予算の獲得
人材の獲得
研究交流の推進

社会への還元
社会の支持・信頼の獲得
次世代の育成
文化への貢献

＋目的 ＝

広がる広報のターゲット



研究者だけではやりきれない！



研究者だけではやりきれない！

理化学研究所　発生・再生科学総合研究センター

広報・国際化室
OFFICE FOR RESEARCH COMMUNICATIONS

理研では初めてのセンター専属広報部門

広報担当2名、国際化担当2名、学術集会担当2名、
アシスタント2名



理研CDBの試み



科学広報の仕事

科学広報 所外向け

子供
高校生・高校教員

大学生・大学院生
研究者

業界向け

一般向け

企業

一般市民

国

ターゲットに合わせたコンテンツ、
メディア、表現手法の選択



ターゲット＝学生・研究者、メディア

研究成果の発信

分かりやすい解説記事を、タイムリーに発信する。



学会でのブース展示

ターゲット＝海外の若手研究者

理研の研究環境、神戸の住環境をア
ピールし、人材獲得に役立てる。



プレスリリース

特に社会的関心が高いと思われる成果について広く発信。

ターゲット＝メディアを通じて一般市民



生物学読本の配布

ターゲット＝比較的関心の高い高校生～一般市民

最新成果を含む充実した科学コンテンツの提供



子供向け広報ツールの制作

ターゲット＝小学生～一般市民

低関心層を振り向かせるための広報ツール



見学、視察の案内

年間約90件
高校生、大学生、研究機関、企業、市民団体、国・自治体など

ターゲット＝高校生から政治家まで

展示室を利用した分かりやすく、印象的な説明を目指す。



展示・イベントの開催

ターゲット＝子供、一般市民

「外に出て」広報活動を行うことで、ターゲットを広げる。
直接対話の場をつくる。



科学と音楽の夕べ　～生命への視線～

展示・イベントの開催

ターゲット＝子供、一般市民

「外に出て」広報活動を行うことで、ターゲットを広げる。
直接対話の場をつくる。



高校教育への貢献

ターゲット＝高校生、高校教員

高校生には学校では体験できない先端研究を。
教員には学校で直ぐに実践できる教育ツールを。



科学広報の仕事

科学広報 所外向け

子供
高校生・高校教員

大学生・大学院生
研究者

業界向け

一般向け

企業

一般市民

国

重要性を増す
所内コミュニケーション

所内向け



科学広報の仕事

研究者と事務部門の仲人

本当にこの装
置、必要なの？

何でこんな面
倒な手続きが必要な

んだ？

文科省に「エピ
ジェネティクス」を説
明したいんですが。

縦横の情報流通

所内報「TRANSCPRITS」の発行研究者と事務部門の相互理解を促進

ターゲット＝所内の研究／事務スタッフ

所内の縦横のコミュニケーションを促進し、情報・意思の共有を図る。



広報の工夫



大原則：
相手の立場にたつ。

伝えたいことよりも、相手が何を欲しているかを優先する。
世の中、科学だけではないことを忘れない。

広報の工夫



発信者の方が圧倒的に多くの情報を持っている。

広報の工夫

ターゲットを明確にする。

伝えるべき情報と、
不要な情報が明確になる。

表現手段・発信手段が
明確になる。

不要な情報が無い事の重要性。ターゲットを分類し、それに合わせた
コンテンツ・伝達手段を設定する。
（誰にでも使えるツールはそんなにない）



何が分かっていないのかを伝え
る。異常事態を示す。

広報の工夫

関係性を示す。

ターゲットが自分との関連性

を見出せるようにする。

「プロジェクトX」効果を狙う。科学的な事実だけでなく、研究者の人物像や発見のストーリーを伝える。

平坦な説明でなく、表現手段を

工夫する。
−クイズにする。
−事象を擬人化する。

−ビジュアルだけで表現する。

広報のネタ帳をあらかじめつ
くっておく。



広報の課題



広報の課題

評価法が未確立。
ターゲットからの直接的・定量的なフィードバックを得る手段が未発達。
費用対効果を定量する手段が未発達。

研究者の負担。
増える非研究業務、任期制などの問題の中でどのように広報に参加するか。
一部に偏りがちな負担。



研究者として、どう関わりますか？

研究を一般に伝えることは研究者の義務である。
故に、研究者である限り参加しなければならない。

研究者の仕事は研究であって、それ以外ではない。
故に、そういった事は広報の専門家が行えば良い。

そういった事には向き不向きがある。故に、好き
な研究者や得意な研究者がやれば良い。

一、

二、

三、

広報の課題



研究者として、どう関わりますか？

広報や科学コミュニケーションは、
研究者が一律に義務で行うべきものではない。

組織や科学界が全体として責任を果たす。

参加したい
研究者が参加で
きる仕組み

研究者の参
加が適切に評価
される仕組み

研究者の活
動を広報がコー
ディネート



研究者として、どう関わりますか？

研究者にとっての意義とは？

専門外の人に自分の研究を伝える練習になる。

自分の研究を振り返り、原点に立ち返る機会になる。

自分の研究の客観的、社会的な位置づけを知ることが
できる。



次のスッテプへ向けて



次のステップへ向けて

組織経営に広報の機能を組み込む
経営そのもの、人材獲得、予算獲得、知財広報など、組織経営のコア
に広報機能を組み込む。

科学コミュニケーションの両輪を担う。
科学の魅力を見せるだけでなく、それによって生じ得る問題について
社会に知らせ、議論する場をつくる。

広報・科学コミュニケーションがより大きな役割を果たすために。

ニーズの掘り起こしだけでなく、ニーズを満たす広報。
メディアを介さない直接発信の手段を多様化させる。
資金源を多様化する。



理化学研究所　発生・再生科学総合研究センター

広報・国際化室

OFFICE FOR RESEARCH COMMUNICATIONS


